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                   　　　年会企画委員会・年会実行委員会

1) 年会テーマ :社会に提案し社会と協働する科学教育研究の展開
2) 日程 :2006 年 8 月 18( 金 ) 〜 20 日 ( 日 )
 ※ 前日の午後 3 時から 8 時にかけて、若手の会と研究会第 6 部会とのジョイントセッション

が計画されています。前泊される方はそちらにもぜひご参加下さい。
3) 会　場 :筑波学院大学 (〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻 3-1)
 ・アクセスと周辺地図 :http://www.tsukuba-g.ac.jp/access/map.html
4) 交通機関 :
 【鉄道】「つくばエクスプレス」で、東京・秋葉原から 45 分、「つくば駅」下車、徒歩 7分。 
 【鉄道】JR 常磐線土浦駅下車、西口 ( バスのりば 2 番 ) から関東鉄道バス筑波大学中央行き、

約 25 分で図書館情報専門学群棟前・筑波学院大学下車。 
 【鉄道】JR 常磐線ひたち野うしく駅下車、関東鉄道バスまたは JR バス筑波大学中央行き、 約

25 分で図書館情報専門学群棟前・筑波学院大学下車。 
 【バス】東京駅八重洲南口から高速バス(特急つくば号)で約65分、つくばセンター下車徒歩7分。
5) 主　催 :日本科学教育学会
 後　援:茨城県教育委員会、つくば市、つくば市教育委員会、土浦市教育委員会、牛久市教育委員会
6) 年会ホームページ :http://jsse30.tsukuba-g.ac.jp/
7) 年会実行委員会 :

[ 委員長 ]門脇厚司 (筑波学院大学・学長 )
[ 事務局 ]垣花京子 (筑波学院大学 )( 事務局長 )
 高藤清美・山野井一夫 (筑波学院大学 )
[ 実行委員 ]大高　泉・吉江森男・礒田正美（筑波大学）、齊藤達也（茨城県立並木高等学校）、

大貫和則（茗渓学園中学校高等学校）、吉田　浩・石黒正美（つくば市教育委員会）、
杉田慶也（つくば市立手代木中学校）、齊藤敬信（つくば市立竹園東小学校）、鈴木
惠美子・堀越眞理子（筑波学院大学）

連絡先
　　〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻 3-1
　　筑波学院大学 情報コミュニケーション学部 日本科学教育学会第 30 回年会実行委員会
　　e-mail:jsse30@tsukuba-g.ac.jp　TEL:(029)858-6350　FAX:(029)856-0441

8) スケジュール (予定 )

年　会 　第 30 回年会案内（第 5次）

つくば発　科学教育・新時代

前日 第 1日目 第 2日目 第 3日目
17 日 18 日 19 日 20 日

 9:00 
受付 受付

受付
学会企画課題

4件
学会企画課題

2件10:00

自主企画課題
ワーク
ショップ

（一般公開）
11:00 一般研究発表

（ポスター形式
を含む）

科学教育研究
セミナー 2件 展示

セッション
（一般公開）

12:00
昼食 U-18 科学研究

コンクール
（ポスター発表、
一般公開）

昼食 昼食
13:00

一般研究発表
ワーク
ショップ

（一般公開）

総会・表彰 実行委員会企画シンポジウム

（一般公開）
14:00

15:00
国際交流委員会
企画セッション

会長講演

若手の会 、
研究会第6部会との
ジョイント
セッション
（セミナー、
ポスター発表、
懇親会）

一般研究発表
ワーク
ショップ

（一般公開）
学会企画
シンポジウム

自主企画課題 ワークショップ
（一般公開）16:00

17:00
U-18 表彰式

イブニング・フォーラム
18:00 科学教育研究

セミナー

19:00
理事会

懇親会理事・評議員・支部長合同会議
20:00



- 3 -

内容 ( 予定 ): 次の内容を予定しています。趣旨・概要、発表者とその所属、発表タイトルなど
についての詳しい情報は年会ホームページでご確認下さい。
(1) シンポジウム
　以下の二つのシンポジウムが行われます。
○学会企画シンポジウム
　テーマ :社会に提案し社会と協働する科学教育研究 -学会として何を社会に提案するのか -
　趣旨・概要 : 日本科学教育学会 30 周年記念事業のスローガン「社会に提案し社会と協働する

科学教育研究」に関し、これまでの研究とその成果をさらに発展させ、現代の社会的ニーズ
に対応する新しい科学教育研究のあり方を模索してきた。本年度は、研究者あるいは研究グ
ループ個々の研究成果を統一テーマのもとで融合し、学会としてそれらを社会に発信してい
くことを目的とする。「社会」をどう位置づけるかについては多様な解釈がされるけれども、
教育改革に向けた研究知見に基づく信頼性の高い提言を行うことを意図し、本年度は主とし
て教育行政、教育実践者、教育研究者を対象とする。

　登壇者 : パネリスト=田代英俊(科学技術館)、飯島康之(愛知教育大学)、小林辰至(上越教育大学)、
伊藤　卓(日本科学教育学会副会長・元横浜国立大学)、鈴木　誠(北海道大学)

　指定討論者 =小川正賢 (日本科学教育学会会長・神戸大学 )、吉田　淳 (愛知教育大学 )
　司会 =磯﨑哲夫 (広島大学 )
○実行委員会企画シンポジウム (一般公開 )
　テーマ :科学の最先端の研究者からの科学教育への提言 -つくばからの発信 -
　趣旨・概要 : 現在、科学技術の発展とともに国際的に最高水準の研究者や高度の科学技術者が

必要とされている一方、子供たちの理数離れが起きている。そこで、つくば市にある大学お
よび研究所等で、最先端の研究に携わっておられる研究者の方々から、最新の研究成果をふ
まえ、これからの科学教育への期待と提言をしていただき、新しい科学教育 ( 初等中等教育
を含む )の方向性を発信する。

　登壇者 : 司会 =小川正賢 (日本科学教育学会会長・神戸大学 )
　パネリスト=油田信一(筑波大学)、村上和雄(筑波大学・名誉教授)、小林　誠(前高エネルギー

加速器研究機構・素粒子原子核研究所所長 )、清水順一郎 ( 宇宙航空研究開発機構・筑波宇
宙センター長 )、吉田真澄 (筑波学院大学 )

(2) 課題研究発表 (学会企画、自主企画 )
　学会企画課題研究 ( 発表者を公募しないもの ) については、以下の 6 件のセッションが行われ

ます (順不同、発表者名は第一発表者のみ )。
①高等科学教育の新展開 -我々は、21 世紀科学技術社会を担う人材をいかに養成すべきか -
　オーガナイザー :鈴木　誠 (北海道大学 )
　趣旨・概要 : 日本は依然として、国際競争力の指標である IMD や WEF で下位に低迷する。科学

技術立国を宣言した現在、国際的に最高水準の研究者や高度の科学技術者の養成が、大学院
重点化が進む大学において急務とされている。その中で、高等科学教育がどのようにそれら
に関与していかなければならないか、現状の問題点と具体的な教育プログラムについて議論
を深めたい。また、最先端の科学技術系企業では現在どのような人材育成で行われているのか、
高等科学教育に何を求めているのかいないのか忌憚のない意見をお願いしたい。一方高等科
学教育は文明だけではなく、知的財産や社会福祉といった文化にも貢献しなければならない。
これらの問題点を含めながら、新しい科学教育 (初等中等教育を含む )のあり方を模索する。

　発表者:パネリスト=山本　強(北海道大学大学院)、阿部和厚(北海道医療大学)、外處　理(NIWS
株式会社 )、田中秀樹 (NTTデータ先端技術株式会社 )

　指定討論者 =池田文人 (北海道大学 )
②サイエンスコミュニケーション活性化のための博物館・科学館の新しいチャレンジ
　オーガナイザー :田代英俊 (科学技術館 )、楠　房子 (多摩美術大学 )
　趣旨・概要 : 対話型科学技術社会構築のための方策として、博物館・科学館ではさまざまなコ

ミュニケーション活動が展開されている。本セッションでは、各地の博物館・科学館で行わ
れている先進的な活動事例、新たなチャレンジについて報告していただく。そして、この実
践事例を踏まえる中で、サイエンスコミュニケーションにおける博物館・科学館の新たな役
割、方法論を浮き彫りにする。

　発表者:佐藤一郎(国立情報学研究所)、籔本美孝(北九州市立自然史歴史博物館)、横山芳浩(江
ノ島水族館 )、真鍋　真 (国立科学博物館 )、木村かおる (科学技術館 )他

③持続可能な社会のための科学教育の提言
　オーガナイザー :加藤　浩 (メディア教育開発センター )、荻原　彰 (三重大学 )
　趣旨・概要 : 地球環境を維持し資源循環型社会を作り上げることは、持続可能な社会のために

不可欠であるが、それを実現するためには、地道な教育を通して人々の意識を変えていくこ
とが必要となる。その教育には、環境教育はもとより、自然科学、人文科学、国際理解など
広範な学問領域が含まれる。そこで「持続可能な社会」という観点から科学教育の体系を見
直すことにより、新たな科学教育の方向性が見えてくるのではないだろうか。本学会の特色
である学際性を生かし、科学教育の新しい方向性を展望する。

　発表者:鈴木克徳(国連大学高等研究所)、阿部　治(立教大学)、小金澤孝昭(宮城教育大学)、
荻原　彰 (三重大学 ) 

④新世紀型理数科系教育の展開の結実 2
　オーガナイザー :飯島康之 (愛知教育大学 )、岸本忠之 (富山大学 )
　趣旨・概要 :科研費「特定領域・新世紀型理数科系教育」の 5年間の研究成果を踏まえた上で、
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今、あるいは明日使える研究成果にこだわるだけでなく、10 年後くらいを射程においたとき
に何が残せているかを考えたい。

　発表者 :猿田祐嗣 (国立教育政策研究所 )、高橋三男 (東京工業高等専門学校 )、礒田正美 (筑
波大学 )、三浦元喜 (北陸先端科学技術大学院大学 ) 、天ヶ瀬正博 (奈良女子大学 )

⑤科学・技術科・数学科の統合カリキュラムの構成原理・方法・プランの提言
　オーガナイザー :小林辰至 (上越教育大学 )
　趣旨・概要 : 昨年度学会に設置されたプロジェクトにおいて、科学・技術・数学の統合的なカ

リキュラムの検討が進められてきた。これは、近年西欧諸国を中心に科学の捉え方が拡張さ
れ、実生活においてもこれら 3 者の関連性がますます深まる中、本学会としても、この課題
に緊急に対処すべく開始されたものである。そこで、本セッションでは、プロジェクトにお
けるこれまでの議論をまず紹介する。そして、諸外国の動向を紹介しながら、統合の原理と
方法、そして具体的なプランについて、理科・技術科・数学科教育の研究者から提言しても
らい、学会員から広く意見を求めたい。その結果は、今後のプロジェクトの議論に反映される。

　発表者 :山崎貞登 (上越教育大学 )、國宗　進 (静岡大学 )、丹沢哲郎 (静岡大学 )
⑥新教育課程における「理科」のあるべき姿
　オーガナイザー :廣井　禎 (未来科学技術情報館 )
　趣旨・概要:次期教育課程は平成19年度までに成案を得ることになっている。この時期に、理科・

科学教育についての研究や討議を積み上げてきた私たち CSERS が、小・中・高校の教科理科
に関する教育内容について検討することは、次に時代を担う国民がどのような科学・技術の
素養を備えるべきかを考えるとき、極めて重要である。検討にあたっては、各学年でその内
容を扱う意味とともに、能力面でその学年が扱う準備が整っているか、その内容を扱うこと
によってどのような能力が育っていくかについても留意する。また、小中・中高などの教科
内容の接続についても検討したい。

　発表者 : 村石幸正 ( 東京大学教育学部附属中等教育学校 )、荘司隆一 ( 筑波大学附属中学校 )、
佐藤由紀夫 (東京都立新宿高校 )、馬場勝良 (慶應義塾幼稚舎 )

　自主企画課題研究 ( 発表者を公募するもの ) については、以下の 13 件のセッションが行われ
ます (順不同、発表者名は第一発表者のみ )。
①持続可能な社会のための科学教育の提言
　オーガナイザー :荻原　彰 (三重大学 )、加藤　浩 (メディア教育開発センター )
　趣旨・概要 : 本セッションは学会企画課題研究と連動した内容で、「環境教育のネットワーク

作りと、それぞれのネットワークの特性を生かした実践」ということに焦点をおく。各実践
者がどのように地域の中にネットワークを広げ、どのような実践を行ってきたか、またその
展望などを示し、それをもとに議論する。

　発表者 :戸田　孝 (琵琶湖博物館 )、望月要子 (国連大学 )、飯島　博 (NPO 法人アサザ基金 )
② PDA とセンシングボードを活用した小学校での環境問題学習
　オーガナイザー :杉本雅則 (東京大学 )
　趣旨・概要 : 本研究グループが、神戸大学附属住吉小学校にて行っているプロジェクトについ

て紹介する。環境問題学習支援システム CarettaKids の特徴は、複数の子ども達が同時に参
加できる共有空間(センシングボード)と、各々の子どもが利用する個人空間(PDA)とがシー
ムレスに統合されている点である。CarettaKids プロジェクトの現在までの成果を紹介する
とともに、情報通信技術を用いた小学校での協調学習支援のあり方について、指定討論者と
ともにインテンシブな議論を行う。

　発表者 :山口悦司 (宮崎大学 )、橘　早苗 (三木市立緑ヶ丘中学校 ) 、杉本雅則 (東京大学 ) 
　指定討論者 :加藤　浩 (メディア教育開発センター )、鈴木真理子 (滋賀大学 )
③つくば市小中学校の実践にみる授業改善の取り組み
　オーガナイザー :高藤清美 (筑波学院大学 ) 
　趣旨・概要 :IT や様々な教育資源の活用、地域の知識ソースの活用、学校間の共同学習の実践

など、授業や学習方法の改善に積極的に取り組み、様々な実績を上げ続けているつくば市の
小中学校の取り組みを概観し、その考え方や手法を明らかにする。さらに、つくば市の小中
学校教員による実践報告により、学校現場での具体的な取り組み方法、および成果や課題に
ついて報告を得る。以上をもとに、教育の質の向上と子ども達の学習意欲の向上を目指すた
めの提案や提言を得る。さらに科学教育研究の取り組むべき課題を明らかにすることを目的
とする。

　発表者 :石黒正美 (つくば市教育委員会 )、小松節子 (つくば市立並木中学校 )、杉田慶也 (つ
くば市立手代木中学校 )、小林　力 ( つくば市立手代木南小学校 )、齊藤敬信 ( つくば市立
竹園東小学校 )、山田摩耶 (つくば市立吉沼小学校 )

　指定討論者 :久保田善彦 (上越教育大学 )
④こんなのどうですか ,情報の授業― 3年間の教科「情報」の授業の実態と今後の課題 -
　オーガナイザー :垣花京子 (筑波学院大学 ) 
　趣旨・概要 : 教科「情報」の授業は、すべての高校で始まり、多くの問題を抱えながら各学校

が工夫し、その成果を上げている。いろいろな教育研究会の議論では立場によって教科「情報」
に求めるものがかなり違っている。本セッションでは、情報の授業を実践してきた高校の先
生を中心に現在の授業の状況とその効果について発表していただき、高度 IT 化時代の人材
不足に対応するための情報教育なのか、高度情報化社会で生きていくための情報教育なのか
を議論し、今後の教科「情報」をより効果的な科目とするための提言をする。 

 発表者 :津賀宗充 (茨城県立鉾田第一高等学校 )、大西俊弘 (奈良女子大学附属中等教育学校 )、
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大貫和則 ( 茗溪学園中学校高等学校 )、小原　格 ( 東京都立町田高校 )、塩野雅代 ( 茨城県
立並木高等学校 )、垣花京子 (筑波学院大学 )

 コメンテータ :堀口秀嗣 (常磐大学 )
⑤ m-Learning: 科学教育をおもしろくするモバイルメディアの活用
　オーガナイザー :竹中真希子 (大分大学 )
　趣旨・概要 : 携帯性に優れたモバイルメディアの教育利用については、今日その実践的研究が

進められる中で、有効性が検証されはじめている。本セッションでは、科学教育をフィール
ドとして、こうしたモバイルメディアの実践的研究を重ねている 4 人のパネリストの報告を
もとに、科学教育におけるモバイルメディアの活用と可能性を追究する。また、実践段階に
入った m-learning の科学教育への貢献について積極的な議論を展開する。

　発表者 : 中原　淳 ( 東京大学 )、楠　房子 ( 多摩美術大学 )、余田義彦 ( 同志社女子大学 )、竹
中真希子 (大分大学 ) 

　指定討論者 :堀田龍也 (メディア教育開発センター ) 
⑥サイレント・レボリューション・・・科学教育の危機を脱するために
　オーガナイザー :加納寛子 (山形大学 ) 
　趣旨・概要 : わが国は「科学技術創造立国」として世界に貢献しようとしているが、3 つの危

機に直面している。第一は科学に関する市民的教養の危機であり、第二は大学における科学
者養成の危機であり、第三は学校における科学教育の危機である。この三つの危機は密接に
関連しているが、それぞれ独自に議論することが必要である。そこで、市民的教養に大きく
貢献するメディアの立場から、大学における科学者養成の立場から、そして学校教育におけ
る科学教育についてそれぞれ議論していく。

　発表者 :青木　繁 (NHK 番組制作局　教育番組センター )、松田良一 (東京大学 )、小原　豊 (鳴
門教育大学 )、川村康文 (信州大学 )、加納寛子 (山形大学 ) 

⑦科学教育と自然体験学習 (2)
　オーガナイザー :降旗信一 (社団法人日本ネイチャーゲーム協会 )、宮野純次 (京都女子大学 ) 
　趣旨・概要 : 昨年度に引き続き、今日の科学技術社会に生きる人々にとって、自然体験を生か

した学習がどのような意義や価値をもっているのか、また、その展望をどのように描いてい
けばよいのかについて、科学教育の立場から検討する。そこで発表では、社会教育や学校教
育でこれまで実践されてきた自然体験学習について、その指導者養成のあり方を、科学教育
の立場から考察する。

　発表者 :降旗信一 (社団法人日本ネイチャーゲーム協会 )、郡司晴元 (茨城大学 )、藤井浩樹 (県
立広島大学 )、宮野純次 (京都女子大学 )、能條　歩 (北海道教育大学岩見沢校 )

⑧次世代のためのエネルギー教育
　オーガナイザー :長洲南海男 (常葉学園大学、前筑波大学大学院 ) 
　趣旨・概要 : 有限であるエネルギーに関して、次世代に対する現世代の責務が問われている。

次期学習指導要領にも、総合的な学習としてのエネルギー教育が検討されている。筑波大学
エネルギー教育研究会では、平成 14 年度より筑波大学を中心に、茨城県の小・中・高等学
校の教員、行政の教育担当者・エネルギー担当者、企業の広報担当者等が集まり研究を継続
している。その成果を各学校で、エネルギー教育として実践し、さらに深化・発展させてき
ている。今回は、その活動の内容と各学校段階の実践を報告する。

　発表者 :長洲南海男 (常葉学園大学、前筑波大学大学院 )、市村　毅 (つくば市立吾妻小学校 )、
滑川さゆり ( 水戸市立五軒小学校 )、板橋夏樹 ( 行方市立玉造中学校 )、吉田　淳 ( 前つく
ば市立谷田部東中学校 )、藤井健司 (茗渓学園中学校高等学校 )

⑨数学科における熟練教師の力量を探る─授業の国際比較研究の成果から─
　オーガナイザー :清水美憲 (筑波大学大学院 ) 
　趣旨・概要 : 日本を含む 12 カ国の参加による数学科授業の国際比較研究「学習者の観点から

の授業研究」(Learner's Perspective Study:LPS) では、それぞれの参加国で 3 名の経験豊
かな教師の授業を 10 単位時間以上連続で収録し、児童・教師に対するインタビューデータ
を含めて分析してきた。本セッションでは、この LPS による教師の教授行動の分析結果に基
づいて、日本の熟練教師の教授行動の特徴を、複数の授業間の関連や学習者への関与などい
くつかの観点から考察するとともに、他国との比較を加味して浮き彫りにする。

　発表者 :日野圭子 (宇都宮大学 )、関口靖広 (山口大学 )、大谷　実 (金沢大学 )、中村光一 (上
越教育大学 )、清水美憲 (筑波大学大学院 ) 

　指定討論者 :藤井斉亮 (東京学芸大学 )
⑩博物館・動物園と学校・社会との連携
　オーガナイザー:小田泰史(蒲郡市立蒲郡中学校)、竹ノ下祐二(財団法人日本モンキーセンター) 
　趣旨・概要 : 博物館・動物園と学校との連携の必要性やその方法はこれまでも議論され、実践

されてきた。私たちが行ってきた研修会や実践現場の中では、「連携」といいつつも「利用」
になってはいないかという問題が提起された。本企画では、授業としての「連携」実践や社
会へのはたらきかけに関する報告をする。その中で、利用ではなく私たちの考える連携のた
めに、今後どのような視点が必要であるのかを検討していく。

　発表者:寺田安孝 (愛知県立成章高等学校 )、平賀伸夫 (愛知教育大学 )、竹ノ下祐二 (財団法人
日本モンキーセンター )、小田泰史 (愛知県蒲郡市立蒲郡中学校 )、山中敦子 (生命の海科学館 ) 

　指定討論者 :郡司晴元 (茨城大学 )  
⑪数学的モデリングの教育的意義とその有効性
　オーガナイザー :佐伯昭彦 (金沢工業高等専門学校 ) 
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　趣旨・概要 : 昨年は、数学的モデリングの授業を構想する際に必要な留意点、教材の題材を選
定する着眼点等について議論した。本年は、なぜ数学的モデリングを授業の中に取り組むの
かについての教育的意義、さらに、その有効性について実際の実践事例をもとに具体的に紹
介しながら議論する。

　発表者 : 佐伯昭彦 ( 金沢工業高等専門学校 )、松嵜昭雄 ( 筑波大学附属駒場中・高等学校 )、
西村圭一 (東京学芸大学附属大泉中学校 )、池田敏和 (横浜国立大学 )

⑫途上国協力の方法と課題―青年海外協力隊の支援に焦点を当てて―
　オーガナイザー :礒田正美 (筑波大学大学院 ) 
　趣旨・概要 : 途上国協力には次のような方法がある。1 学術共同研究、2 留学生教育、3 青年海

外協力隊、4 プロジェクト方式技術協力　1、2 は文部科学省的な枠組みであり、3、4 は国際
協力機構による枠組みである。それぞれに目的が異なるものであるが、連携することで相乗
効果も期待される。従来、大学関係者を軸に考える場合には、1、2、4に注目することが多かっ
たと考える。本セッションでは、青年海外協力隊派遣者から派遣経験、帰国後の活動の報告
を受け、あわせて 1、2、4のそれぞれの立場から、連携に際して取り組むべき課題を検討する。

　発表者 : 礒田正美 (筑波大学大学院 ) 、石津美華 (筑波大学 )、上野美奈子 (龍ヶ崎市立久保
台小学校 )、茅野公穂 (筑波大学 )

　指定討論者 :小原　豊 (鳴門教育大学 )
⑬ IT を使ったインタラクションのある学習のデザイン
　オーガナイザー :稲垣成哲 (神戸大学 )
　趣旨・概要 :「IT を使ったインタラクションのある学習のデザイン」をテーマとして、テクノ

ロジによる学習支援の可能性を検討する。とくに、テクノロジが提供する新しいタイプのイ
ンタラクションがどのように学習を支援するのか、その学習のデザインはいかなる特徴を持
つのか、などの問題を集中的に議論したい。取り上げる内容は、手話学習、博物館学習、数
学学習、理科学習の 4つの分野を予定している。

　発表者:生田目美紀(筑波技術大学)、溝口　博(東京理科大学)、舟生日出男(広島大学大学院)、
三澤尚久 (神戸大学大学院 )

(3) 一般研究発表
　口頭発表に加え、ポスター発表のセッションも行います。
　発表申込みと原稿提出については、6月 5日 (月 )〜 6月 21 日 (水 ) の期間、申込みホームペー
ジで受け付けます。今年度より、原稿の提出は原則としてホームページへファイル (WORD 文書ファ
イルまたは PDF ファイル ) をアップロードする方法で行っていただきます。申込みホームページ
へは学会ホームページと年会ホームページからリンクが張られています。アップロードによる提
出が困難な場合は、年会実行委員会へご相談下さい。

(4) 科学教育研究セミナー
　特定の分野でアクティブに研究をされている先生をお招きし、会員向けに専門的な話を聞かせ
ていただく講演会です。以下の 3 名の講演が行われます ( 順不同 )。詳しい内容については、年
会ホームページでご確認ください。
　○木村捨雄 (名城大学・元日本科学教育学会会長 )
  　「科学教育研究における新しい研究概念の創出に向けて (仮題 )」
　○磯崎哲夫 (広島大学 )「科学教育研究の方法論的アプローチ (仮題 )」
　○清水欽也 (広島大学 )「理科教育の社会的効果の測定について (仮題 )」

(5) ワークショップ
　新しい学習指導法、実験法、研究法などを体験的に学べるワークショップが一般公開で行われ
ます。現在、以下の企画(順不同)が予定されております。詳しい内容については、年会ホームペー
ジでご確認ください。
①テクノロジーの長所・短所を補完する実験観察型の総合学習 (3)
　担当者 :氏家亮子 (金沢工業高等専門学校 )、佐伯昭彦 (金沢工業高等専門学校 )、土田　理 (鹿

児島大学 )、佐藤　一 (静岡県立御殿場高等学校 )
　概要 : 企画者らが開発した数学と物理との総合学習の教材を実際に体験し、その有効性について議

論する。この教材では、物理現象のデータをハンドヘルド・テクノロジー(グラフ電卓、センサー、
データ収集機)を活用して収集し、データを数学的・物理的に探究する。ワークショップでは、
人間の歩くという運動をテーマに取り上げ、データを収集し、その運動の様子を視覚的に観察し
たり、数学的にモデル化を行う教材をもとに、次のようなアクティビティを予定している。ハン
ドヘルド・テクノロジーの紹介と操作練習、活用事例の紹介、実際の実演、教材の配布

②フリーの協同学習ツール「Kneading Board」で授業を変える−実践事例紹介と操作実習−
　担当者:鈴木栄幸(茨城大学)、加藤　浩(メディア教育開発センター)、舟生日出男(広島大学)、

久保田善彦 (上越教育大学 )
　概要 : 同期型画面共有システム「Kneading Board」の設定、操作方法を解説するとともに、こ

のシステムの理科の授業での活用法について、参加者とともに議論する。次のような内容
を盛り込む予定である。・Kneading Board の設計思想の解説・インストールと操作の方法・
Keading Board を活用した理科授業の実践例紹介・参加してくださった現場の先生方を交え
て、Kneading Board を利用した授業実践の立案 (ワークショップ形式で )。

③ケータイを利用した楽しいフィールドワーク (2)
　担当者 : 竹中真希子 ( 大分大学 )、黒田秀子 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小学校 )、大久保

正彦 (神戸大学 )、稲垣成哲 (神戸大学 )
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　概要 : 今日、ケータイの教育利用が注目されてきている。このワークショップでは、ケータイ
と Web をシームレスに結ぶシステムである“clippicKids”を使い、学習活動におけるケー
タイの有効的な利用について検討する。今年紹介する“clippicKids”は、昨年のワークショッ
プで利用したもの ( ケータイで撮影した画像を e-mail で送信し PC の Web ブラウザで閲覧・
編集できるシステム)をさらに発展させ、ケータイからのWebページ閲覧ができるようになっ
た。実際に“clippicKids”を体験していただくとともに、教育デバイスとして注目されて
いるケータイを活用した学習支援の可能性について考究していただく機会を提供する。実際
の授業での利用事例なども報告する。

④反復再生可能型描画システム Polka を使う科学的モデルの学習支援 (3)
　担当者 :中山　迅 (宮崎大学 )、林　敏浩 (香川大学 )
　概要 :Polka は、担当者らが協同で開発している理科学習支援用の Windows ソフトである。児

童・生徒に自然の仕組みについての考えを表現させるために線を使った絵を描かせることが
ある。「描画法」と呼ばれるこの方法は、自然の仕組みをモデル的にとらえさせる学習にお
いて特に有効である。しかし、紙の上に描く場合は、児童・生徒の考えが変化する度に最初
から描き直さなければならない。このソフトウエアを使えば、描いたものを必要な部分だけ
修正して新しい考えを表現できる。しかも、修正の過程が記録されているので、それを再生
して自分の考えの変化の過程を振り返って見ることができる。Polka を実際に使っていただ
きながら、理科授業での利用についてみなさんといっしょに考えたい。

⑤宇宙・国際宇宙ステーションを素材とした教育実践と支援
　担当者 :谷垣文章 (宇宙航空研究開発機構 )、渡辺勝巳 (宇宙航空研究開発機構 ) 
　概要 : 宇宙航空研究開発機構 (JAXA) では、国際宇宙ステーションの教育利用をはじめとして、

宇宙教育センターを中心に、積極的な教育関連活動を展開しつつある。ワークショップでは、
「宇宙」への好奇心をかきたてる教材について、JAXA と現場の先生方と連携して制作した教
材や素材内容、さらに、実際に使用した現場の先生方にその利用法や効果に関する実践報告
をして頂く。また、参加者には教材を実際に体験して頂くことで、今後の展開方法や連携の
形態についての意見交換を行う。

(6) 展示セッション (教材教具の展示・演示を含む )
　新しい実験法やシステムなどを展示するセッションです。このセッションは一般に公開され、
非会員でも展示を見ることができます。以下の展示が予定されています (順不同 )。
①ものづくりを通した小学生児童の科学技術離れ・理科離れ対策教育プログラムの導出 
　発表者 :宮崎　清、○植田　憲 (千葉大学工学部デザイン工学科 )
②物理の学習を対象とした多肢選択問題の誤選択肢及び解説の自動生成
　発表者 :○穐山雅史・舟生日出男・平嶋　宗 (広島大学大学院工学研究科 ) 
③潜望鏡型 DVD 分光器の製作と観測スペクトル画像のチャート化 
　発表者 :○若林文高・小川義和・米田成一 (国立科学博物館 ) 
④グループウェア連携型モバイル学習システム「スタディノート・ポケット」 
　発表者:○山野井一夫(筑波学院大学)、余田義彦(同志社女子大学)、垣花京子(筑波学院大学)、

荒木　勉 (筑波技術大学 ) 
⑤実用を目指したポインター方式分子模型教材コンテンツの開発 
　発表者 :藤井　豊 (福井大学医学部分子生命化学 ) 
⑥ピアジェの生涯と業績〜特に研究法と実験について〜
　発表者 :原田耕平 (川村学園女子大学 ) 
⑦「手づくり磁石」教材 :こんな磁石までつくれるの ? 
　発表者 :畑　俊明 (静岡大学教育学部 ) 
⑧身近な家電・情報機器による電磁波体験型創造性育成教材 
　発表者 :大津康徳 (佐賀大学理工学部電気電子工学科 ) 
⑨実験観察学習で活用できる小型測定装置の開発 
　発表者 :高藤清美 (筑波学院大学 )、余田義彦（同志社女子大学） 

(7)U-18 科学研究コンクール
　第 30 回の特別記念企画として、小学生、中学生、高校生、高等専門学校生 (18 歳まで ) を対
象に科学研究の成果を発表する機会 ( ポスター発表 ) を提供し、優れた着想や取り組みの研究に
対して賞を与える企画です。この企画は一般に公開されます。詳細については、同封の案内を参
照ください。また、年会ホームページでも詳しい情報を提供しています。たくさんの応募がある
ように、小中高の先生方へご紹介・お声かけいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

(8) イブニングフォーラム
　第 30 回の特別記念企画として、学会のこれまでの 30 年間の歩みを振り返り、これから進むべ
き方向性についてフォーラム形式で自由に語り合っていただく企画を計画しております。
　登壇者 :木村捨雄 (日本科学教育学会元会長・名城大学 )、伊藤　卓 (日本科学教育学会副会長・

元横浜国立大学 )、三宅征夫 (日本科学教育学会顧問・国立教育政策研究所 ) 
　司会 :小川正賢 (日本科学教育学会会長・神戸大学 )

(9) 国際交流委員会企画セッション「科学教育研究の国際的推進と課題 -台湾の場合」
　昨年度は、米国 NSTA 会長及び Springer 社 Mathematics Education Library のエディタをお招
きし、欧米との学術交流機会を設けました。今年度は、東洋での学術交流機会を拡大する立場から、
国際誌 Springer, International Journal of Science and Mathematics Education を運営し海
外から多数を招聘した国際会議を例年開催するなど、漢字文化圏にありがなら研究活動を国際的
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に展開する台湾の学術関係者を招待し、台湾の科学教育研究の現状と課題そして科学教育研究国
際化の方策などの話題を提供いただき、本学会員との交流機会を設けるとともに、科学教育研究
の国際化を検討します。
　招聘者 :

Fou-lai Lin ( 林福来 ), Ph.D.(Editor in Chief, International Journal of Science and 
Mathematics Education, Spiringer. 　Director, Department of Science Education, 
National Science Council, Taiwan. 　Professor of Mathematics Education, National 
Taiwan Normal University.)

Chen-yung Lin (林陳涌), Ph.D. (Director, Science Education Center. 　Professor of Science 
Education, Department of Life Science, National Taiwan Normal University.)

　他に指定討論者等を予定しています。 

(10) 英語による研究発表セッション
　国際交流委員会では昨年同様、英語による一般研究発表セッションを設けます。海外から日本
に滞在中の研究者、留学生、研修生等、関係の皆様に、どうぞご案内下さいます様よろしくお願
い致します。英語による一般研究発表の申し込み方法は、第 30 回年会、英文サイトにございます。 
　http://jsse30.tsukuba-g.ac.jp/english
　連絡先 :礒田正美・熊野善介 (担当理事 ) msisoda@human.tsukuba.ac.jp

(11) 総会、懇親会、各種会合等

9) 年会参加の申し込みについて
(1)6 月 5 日 ( 月 ) 〜 8 月 5 日 ( 土 ) の期間、ホームページで参加申込みを受け付けます。当日
参加も受け付けますが、年会実行委員会の事務処理の負担を軽減するため、ホームページでの参
加申込みにご協力ください。申込みホームページへは学会ホームページと年会ホームページから
リンクが張られています。
(2) 年会参加費 : 正会員 7,000 円、学生会員 5,000 円 ( 年会論文集 1 冊の代金を含む )。但し、
7 月 14 日 ( 金 ) までに納入の場合は、それぞれ 500 円引きの 6,500 円、4,500 円とします。非会
員 ( 一般 )4,000 円、非会員 ( 学生・院生 )2,500 円 ( 年会論文集の代金は含まず ) なお、非会員
については参加費の割引き制度はありません。
(3) 懇親会費 :5,000 円
(4) 年会論文集 (追加購入費 ):1 部 3,500 円
(5) 論文集送料 : 送年会に参加せず、論文集のみを希望される方には年会終了後に送料着払いで
お送りします。配達時に送料を配送業者にお支払ください。
(6) 参加費等の送金は、銀行振り込みまたは郵便振替で一人につき 1 枚、送金内訳を明記して合
計金額を振り込んでください。振り込み先は次の通りです。
銀行口座
  関東つくば銀行　研究学園都市支店　普通口座 :1231319
  日本科学教育学会第 30 回年会事務局 垣花京子
  ( ニホンガカクキョウイクガッカイダイ 30 カイネンカイジムキョク　カキハナキョウコ )
郵便振替口座
　口座番号：00120-7-585223　口座名称：日本科学教育学会第 30 回年会実行委員会
　参加費等の振込みは 8 月 5 日 ( 土 ) まで受け付けます。これ以降は振込まず、年会当日に受付
にてお支払ください。
(7) 宿泊施設の斡旋をつくばコンベンションビューローにお願いしました。案内書はレター誌
No.175 に同封されていたものを使用してください。また、年会ホームページからダウンロードす
ることもできます。
(8)弁当の手配はおこないません。年会当日(3日間)は学生食堂が営業していますのでご利用ください。

　2006 年の「若手の会」は、年会前日の 8/17( 木 ) に開催します。
　内容は、「セミナー」と「一般研究発表」の 2本立てです。

■ セミナー :3 名の演者が決まりました !
　セミナーのテーマは、ズバリ「科学教育研究の最前線 ( フロントライン )」。理科教育、数学教
育、教育工学の研究分野でご活躍の若手・中堅の方々 3 名を演者としてお迎えし、それぞれの研
究分野のフロントラインについて各 1 時間程度、ご講演いただきます。参加者のみなさまで、こ
のフロントラインを一緒に考えてみましょう。

■ 一般研究発表 :発表申込の締切は、6/16( 金 ) です !
　一般研究発表ですが、学会の会員でないみなさまにもご発表頂けるチャンスです。発表申込
の締切は、6/16( 金 )。ぜひともご発表のこと、よろしくお願い申し上げます。詳細は、専用
HP<http://human.h.kobe-u.ac.jp/jsse2006/index.html> をご覧ください。
　翌日からの年会を盛り上げるような会合にしたいと思います。

若手の会

若手のみなさま、年会前日の 8/17( 木 ) から、つくばにお越しください !
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　みなさま、今からスケジュールを空けておいてください !

【日時】2006 年 8 月 17 日 ( 木 )15 時〜 20 時 ( 年会の前日です )

【場所】筑波学院大学 (年会会場と同じです )

【内容 (予定 )】
　14:30 受付開始
　15:00 〜 17:30 セミナー「科学教育研究の最前線 (フロントライン )」
  　司会 : 森田裕介 (長崎大学 )
  　演者 : 望月俊男 (東京大学 )「教育工学研究の最前線 (仮題 )」
    二宮裕之 (埼玉大学 )「数学教育研究の最前線 (仮題 )」
    中山　迅 (宮崎大学 )「理科教育研究の最前線 (仮題 )」
　17:50 〜 18:50 一般研究発表 (ポスター形式 )
　17:50 〜 20:00 懇親会
　(※ 17:50 〜 18:50 は、一般研究発表と懇親会を同時並行で実施します )

【参加費（懇親会費を含みます）】
　研究会会員：1,000 円
　当日会員　：1,500 円（研究会報告誌なし）
　　　　　　　2,000 円（研究会報告誌あり）

【共催】研究会第 6部会 (平成 18 年度第 1回研究会 )

【専用 HP】http://human.h.kobe-u.ac.jp/jsse2006/index.html
　若手の会・メーリングリストでは、これまで通り、毎月 1回、メールマガジンを発行しています。
第16号は隅田学さんの「「理科離れ」遺伝子」でした。徐々に若手のネットワークが広がっています。
次号は、6月中旬に発行予定です。お楽しみに。

　メーリングリストは、非会員の方でも参加できます。科学教育にご関心のある方がお近くにい
らっしゃいましたら、お誘いください。
○登録の申込方法 :担当の山口悦司会員宛 <etuji@cc.miyazaki-u.ac.jp> に、電子メールで「JSSE
若手の会メーリングリスト参加希望」とご連絡ください。

 第 30 回年会「若手の会」企画担当委員 :
 岸本忠之 (富山大学 )kisimoto@edu.toyama-u.ac.jp
 久保田英慈 (愛知産業大学三河中学校 )kubota@asu.ac.jp
 森田裕介 (長崎大学 )ymorita@net.nagasaki-u.ac.jp
 清水欽也 (広島大学 )kinyas@hiroshima-u.ac.jp
 山口悦司 (宮崎大学 )etuji@cc.miyazaki-u.ac.jp

理事会だより

日本科学教育学会第 218 回理事会報告 (案 )

( 議事録承認前。要点のみ参考掲載 )

日　時 2006 年 5 月 20 日 ( 土 ) 14:00 〜 17:20
会　場 ( 株 ) 内田洋行新川ビル 9F AV ルーム
出席者 会長 :小川 (正 )

理事 :磯﨑、伊藤、浦野、垣花、熊野、小林、坂谷内、猿田、藤田、村瀬、
吉川、余田、吉田 

1. 議事要録 (案 )の承認
　○第 217 回理事会議事要録 (案 )が承認された。

2. 報告事項
1) 庶務・事務局
　○「平成 18 年度役員候補者名簿への掲載依頼状」を候補者に送付した (3 月 27 日 )。
　○地球惑星科学合同大会運営機構より、日本地球惑星科学連合 2006 年大会「一般公開プログ

ラム」参加依頼を受付けた (3 月 29 日 )。
　○学術著作権協会から 3 月 22 日付けで依頼があった学協会現況調査と内部複写使用願いに回

答し、返送した (4 月 3 日 )。
　○（財）日本科学技術振興財団・科学技術館より、「青少年のための科学の祭典 2005」の終了

報告および礼状をいただいた (4 月 11 日 )。
　○日本学術振興会より、第 3 回日本学術振興会賞受賞候補者推薦依頼を受付けた。募集期間は

6月 5日〜 9日まで (4 月 11 日 )。
　○レター 175 号、「『年会企画委員会における会員名簿使用申請』に関する審議結果報告」、「U-18

科学研究コンクール企画案内」を会員に送付した (4 月 14 日 )。
　○DV-Xα研究協会より「DV-Xα分子軌道計算講習会」への協賛依頼メールを受付けた(4月20日)。
　○「初等中等教育に関係する会員のみなさまの個人情報使用願い状」を該当する 384 名に送付

した (4 月 21 日 )。
　○役員改選選挙広報、投票用紙等を送付した (4 月 28 日 )。
　○ 2007 年年会会場校の鈴木 誠会員に、年会への協力依頼状を送付した (5 月 1 日 )。
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　○国立情報学研究所より、抄録情報の一般公開依頼を受付けた (5 月 8 日 )。
　○大高会員より筑波大学主催の朝永振一郎生誕 100 年記念事業の一環である「「科学の芽」賞」

に対する後援依頼メールを受付けた (5 月 11 日 )。
　○U-18科学研究コンクール案内の配布依頼状を千葉県教育委員会教育長宛に郵送した(5月15日)。
　○日本物理教育学会より「物理教育国際会議 2006」への後援依頼状を受付けた (5 月 15 日 )。
　○（財）日本科学技術振興財団・科学技術館より、「青少年のための科学の祭典 2006」への後

援名義使用許可願いを受付け (5 月 15 日 )、使用許可通知を送付した (5 月 16 日 )。
　○文部科学省より、平成 19 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞及び若手科学者

賞受賞候補者の推薦依頼を受付けた (5 月 17 日 )。
　○役員選挙投票状況について (5 月 19 日現在 :319 通 )
2) 経理・会員
　○平成 16 年度分電子図書館サービス著作権使用料 69,769 円入金 (3 月 24 日 )
　○日本学術振興会平成18年度科研費(研究成果公開促進費150万円)の交付内定通知(4月14日)
　○会員名簿作成のための個人情報修正のお願いと会員確認書及び同意書を発送 (5 月 1 日 )
　○平成 17 年度分電子図書館著作権料 13,020 円入金 (5 月 10 日 )
　○会員名簿作成のための個人情報提供の同意書の返却状況について報告があった。
3) 機関誌編集
　○掲載決定論文
　　第 30 巻第 1号 :6 編 ( 研究論文 4編、プラザ 2編 ) 2006 年 3 月 10 日発行
　　第 30 巻第 2号 :0 編
　　第 30 巻第 4号 (英文号 ):2 編 ( 研究論文 1編、実践論文 1編 )
　○投稿論文数の前年度との比較
　　2005 年 1 〜 12 月 和文 35 編、英文 9編  合計 44 編
　　2005 年 1 〜 5 月 和文 22 編、英文 3編  合計 25 編 ( 掲載決定 :和文 8編 )
　　2006 年 1 〜 5 月 和文 12 編、英文 2編  合計 14 編 ( 掲載決定 :和文 6編、英文 2編 )
　○第 30 巻第 3号 (特集号 )の投稿状況について報告があった。
4) 国際
　○年会に向け、国際交流委員会では台湾からの招聘者の選考および英語発表サイトの準備を進

めている。
5) 広報
　○レター 175 号を 4月 15 日に発行した。Web 版は同日。
　○レター 176 号は 6月 15 日発行予定。原稿締切は 5月 31 日。
6) 年会・学会賞
　○年会企画委員会から年会企画の準備状況について報告があった。
　○学会賞選考委員会が 5月 20 日に開催され、応募状況と選考経過について報告があった。
　○年会シンポジウムの進捗状況について報告があった。
　○ 30 周年記念事業については継続して検討することとなった。
7) 研究会
　○平成 17 年度第 6回研究会は、東海支部の主催で三重大学において開催される予定である。
　○来年度の研究会については今年度と同じ回数・形式で開催することとし、平成 19 年度から

新しい体制で開催されることが確認された。
8) 学術交流
　○ 教科「理科」関連学会協議会 (4 月 20 日、日本化学会 603 会議室 )
　　・ 科学教育学会企画課題研究に関する趣旨及び発表者等について確認した。
　　・ 第 11 回シンポジウムを 12 月 2 日 ( 土 ) に日本化学会にて開催する。
9) 学会 IT 化
　○査読システム改善のための作業の進捗状況について報告があった。
3. 協議事項
1) 入退会希望者等について
　○入会希望者 10 名、退会希望者 18 名が承認された。
　〔入会希望者〕
　3038 御園　真史  東京工業大学、教育工学開発センター、学生
　3040 大鹿　聖公  北海道教育大学旭川校、助教授
　3041 辻  　高明  京都大学大学院、教育学研究科、学生
　3044 海老崎　功  京都市立下鴨中学校、教諭
　3045 田川　健太  東京都立神津高等学校、教諭、2006 年度入会
　3046 齊木  　梢　北海道大学、理学院、学生
　3047 山谷　洋樹  北海道立白糠養護学校、教諭 )
　3049 野崎由季子  北海道大学、理学院、科学教育研究室、学生
　3051 松宮　正彦  都城工業高等専門学校、物質工学科、助教授
　3053 井田　哲夫  早稲田大学係属早稲田実業学校、教諭、2006 年度入会
　〔退会希望者〕
　0102 大橋　秀雄   0110 岡田  　宏   0487 福岡　敏行   0771 榊原雄太郎
　0794 大澤　真人   1179 鹿野川正彦   1563 森本　光生   1573 五十嵐裕和
　1750 宮村　朋信   1872 小笠原正忠   1873 近藤　弘樹   2057 水野　敏孝
　2258 谷中　英昭   2519 遠山　紘司   2670 塚本　榮一   2686 岡本　信司
　2763 伊藤  　求   2867 植野　真臣
　*現在会員数 1,238 名  年度末退会者 34 名を含む。次年度入会 2名を含まない。
 ( 正会員 1,171 名、学生会員 52 名、公共会員 1名、賛助会員 3名、名誉会員 11 名 )
2) 学会賞表彰規程の改定について余田理事から提案があり、承認された。
3) 査読規定の改定について藤田・垣花理事から提案があり、承認された。

非 公 開

非 公 開
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4) 研究会・支部・調査研究の関係整理のための WG 検討結果について小林理事から報告があり、
平成 19 年度からの変更に向け、支部体制の見直しなど含め今後継続審議とし、研究会運営委
員会での議論を経て決定することとした。

5)3 件の後援・協賛依頼について猿田理事から諾否について提案があり、検討した結果、DV-X α
研究協会主催の「DV-X α分子軌道計算講習会」への協賛に関しては学協会の日常的活動に対
する協賛はしていないことから不承認とするが、筑波大学主催の朝永振一郎生誕 100 年記念
事業の「「科学の芽」賞」、および日本物理教育学会主催の「物理教育国際会議 2006」に対し
て後援をすることが承認された。

6) 学会誌等を電子アーカイブ化する件について、吉川理事から問題点等について説明があり、
J-STAGE への対応を今後検討することとした。

7) 国立情報学研究所より要求された抄録情報の一般公開について猿田理事から説明があり、検
討の結果、一般公開することで承認された。

8) 学会事務局の PHS 電話機の存廃について 猿田理事から提案があり、廃止の方向で今後検討す
ることとした。

9) 理事会のメール審議については、定足数の問題等を解決するため、理事会運営規則で対応す
べく今後検討することとした。

次回理事会予定
   第 219 回 :2006 年 6 月 17 日 ( 土 )14 時から 17 時 ( 株 ) 内田洋行新川ビル 9F AV ルーム

--------------------------------------------------------------------------------------
日本科学教育学会 表彰規程     ( ※下線部が改定箇所 )

第 1条 日本科学教育学会は科学教育に関する研究を推進・奨励するために、日本科学教育学会・
大塚賞、同学術賞、同国際貢献賞、同論文賞、同奨励賞、同科学教育実践賞、並びに年会
発表賞を設ける。

第 2 条 大塚賞は、日本科学教育学会の会員による科学教育に関する著しい業績や貢献に対して、
同学術賞は、同じく会員による科学教育に関する先導的・開拓的な業績や功績に対して、
同国際貢献賞は、同じく会員による科学教育の国際貢献・国際協力研究において顕著な業
績や功績に対して、同論文賞は、同じく会員による科学教育研究に関する特に優れた論文
に対して贈呈する。奨励賞は、本学会の若手の会員による将来にわたって優秀な成果が期
待される業績に対して贈呈する。科学教育実践賞は、本会の会員による実践研究に関する
特に顕著な業績や功績に対して贈呈する。また、年会発表賞は、同じく会員による本学会
の年会における優秀な発表に対して贈呈する。

第 3条 本賞は賞状とする。
第 4 条 受賞候補の選考および決定は、日本科学教育学会・学会賞選考委員会 ( 以下「委員会」

という )において行う。
 2 委員会は、本学会会員から推薦された候補者について選考し、その結果を理事会に報告する。
 3 理事会は、委員会の報告に基づき受賞者を決定する。
第 5条 委員会は、会長、副会長 2名、学会賞担当理事 2名の 5名で構成する。
 2 学術賞、国際貢献賞、論文賞、奨励賞、科学教育実践賞の選考に関しては、機関誌編集担

当理事 2名、編集委員会委員長が参加する。
 3 会長は必要があれば上記以外の委員を会員の中から指名し、委員会に参加させることができる。
 4 委員会の委員長は会長がつとめる。
 5 委員長は、委員長を補佐して委員会を運営するために、副委員長を指名することができる。
第 6条 賞の贈呈は、原則として定時総会において行う。
付 則
 1 1979 年 9 月 21 日施行の日本科学教育学会科学教育研究奨励賞規程は廃止する。
 1 1993 年 3 月 29 日施行の日本科学教育学会科学教育研究奨励賞規程は廃止する。
 1 この規程は、1995 年 11 月 25 日から施行する。
 1 この規程は、1997 年 7 月 1 日から施行する。
 1 日本科学教育学会賞 ( 大塚賞 )、科学教育研究論文賞並びに奨励賞規程 (1995 年 11 月 25

日 理事会決定 ) は廃止する。
 1 この規程の一部を 1998 年 3 月 29 日に改正し、同日より施行する。  
 1 この規程は、2003 年 1 月 11 日から施行する。
 1 日本科学教育学会 学会賞 (大塚賞 )、論文賞、並びに奨励賞 規程 (1997 年 7 月 1 日から

施行 )は廃止する。
 1 この規程は、2004 年 9 月 18 日から施行する。
 1 この規程の一部を 2005 年 11 月 26 日に改正し、同日より施行する。
 1 この規程の一部を 2006 年 5 月 20 日に改正し、同日より施行する。
--------------------------------------------------------------------------------------
日本科学教育学会 大塚賞 規程細則     ( ※下線部が改定箇所 )

第 1 条 日本科学教育学会・大塚賞の受賞者は、科学教育に関する著しい業績や貢献によって本
学会の発展に寄与した本会会員とする。なお、本賞の受賞は 1度限りとする。

第 2条 受賞者は個人とし、毎年の受賞件数は特に定めない。
第 3条 候補者の募集は本学会の刊行物によって公示し、会員からの推薦を受ける。
第 4 条 候補者の推薦にあたっては、所定の様式によって作成した推薦書を締切期限までに、本

学会事務局宛に提出するものとする。
 2 会員が推薦できるのは、1件とする。
第 5条 副賞として記念品または賞金を与えることができる。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成 17 年度 第 6回研究会開催のお知らせ 参加へのお誘い
　第 1部会 :科学教育戦略研究部会 (科学教育のための新しい学習支援の開発と実践 )
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

[ テーマ ]科学教育のための新しい学習支援の開発と実践
[共　催 ]日本科学教育学会東海支部、三重大学教育学部附属教育実践総合センター
[日　時 ]平成 18 年 6 月 24 日 ( 土 )9:20 〜 17:15
[ 会　場 ]三重大学総合研究棟 II 1階 メディアホール (〒 514-8507三重県津市栗真町屋町 1577)
 ( 三重大学配置図 http://www.mie-u.ac.jp/annai/haiti.html の⑦ )
[ 担　当 ]下村　勉・須曽野仁志・荻原　彰・平賀信夫 (三重大学 )
[ 連絡先 ]〒 514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577
 三重大学教育学部附属教育実践総合センター　下村　勉
 Tel:(059)231-9340 Fax:(059)231-9343 e-mail:simomura@edu.mie-u.ac.jp
[ 参　加 ] 発表の有無にかかわらず参加できます。会員でない方も参加できます。当日参加も可

能です。
[ 参加費 ]『研究報告』誌購読会員は無料、当日参加 (『研究報告』誌付き ) は 1,000 円、参加の

みは 500 円、新規購読会員は 4,000 円です。
[宿　泊 ]津駅周辺にビジネスホテルがありますので、希望者は各自確保して下さい。
[交　通 ]津駅からバスで約 10 分。近鉄江戸橋駅から徒歩 15 分。
 詳細は、http://www.mie-u.ac.jp/traffic.html を参照してください。
[本研究会用ホームページ ]http://cerp.edu.mie-u.ac.jp/event/jsse06/index.htm 
[ 会場までの地図 ]

研究会だより

第 6条 この細則に定めるもののほか必要な事項は、理事会において定める。
付 則
 1 この細則は、1993 年 3 月 29 日から施行する。
 1 この細則の一部を 1996 年 3 月 16 日に改正し、同日より施行する。
 1 この細則の一部を 1997 年 7 月 1 日に改正し、同日から施行する。
 1 この細則の一部を 1998 年 3 月 29 日に改正し、 同日から施行する。
 1 この細則の一部を 2003 年 1 月 11 日に改正し、 同日から施行する。
 1 この細則の一部を 2006 年 5 月 20 日に改正し、 同日から施行する。

三重大学総合研究棟 II 1 階
メディアホール
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< プログラム > 

発表時間 20 分 ( 予鈴 10 分、発表終了 14 分、質疑終了 19 分、交代時間 1分 )
受付 (9:00 〜 9:20)  

開会挨拶 (9:20 〜 9:30)

研究発表 I(9:30 〜 10:50)
 1. 街角星空教室の提唱
  渡辺勇三 (( 元 ) 宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究本部 )
 2. 児童による学習用語マップの作成を重視した理科授業とその有効性
  ○穴澤真由子 (鈴鹿市立旭が丘小学校 )、下村　勉 (三重大学 )、須曽野仁志 (三重大学 )
 3.「手作り磁石」の教材開発と教材化に関する実践的な研究
  畑　俊明 (静岡大学教育学部 )、○岡田拓也 (静岡大学大学院 )
 4. 地域の自然景観・歴史遺産を活用した科学教育のための学習支援
  藤岡達也 (上越教育大学 )

休憩 (10:50 〜 11:00)

研究発表 II(11:00 〜 12:20)
 5. 理数科教師が継続して主体的に授業を検討・改善するための国際連携研究
  -e-learning を基盤とした日本・カナダ・アメリカ・インドネシアの共同研究 -
  ○熊野善介 ( 静岡大学 )、国宗　進 ( 静岡大学 )、唐木清志 ( 筑波大学 )、二宮裕之 ( 埼玉

大学 )、萱野貴広 (静岡大学 )
 6. 米国ウィスコンシン州におけるエネルギー教育プログラム“KEEP” に関する調査研究
  - カリキュラム・財政支援・教師教育を中心として -
  ○原口博之 (静岡大学大学院 )、熊野善介 (静岡大学 )
 7. インドネシアの中等理科教師のための e-learning 研修プログラムに関する研究
  - 静岡大学モデルの適用と問題点 -
  ○ IWAN  BELL( 静岡大学大学院 )、熊野善介 (静岡大学 )
 8. 科学教育戦略としての国際教育協力のあり方
  - 基礎教育と理数科協力の教材パッケージの現地開発 (スリ・ランカ )の事例から -  

大隅紀和 (京都教育大学名誉教授 )

昼食 (12:20 〜 13:20)  昼休みに東海支部総会を開催します

特別講演 (13:20 〜 14:10)
 「学習芝居からデジタル・ストーリー・テリングへ」
  織田 揮準 (三重大学名誉教授・皇學館大学 )

研究発表 III(14:20 〜 15:40)
 9. 高知県の野外学習施設が備える学習環境
  三宅志穂 (高知大学 )
 10. 身近な現象の実験を通した科学教育の構築
  ○伊東正貴 (鳴門教育大学 )、石内久次 (鳴門教育大学高度情報教育センター )
 11. 教科間における科学概念の体系的形成過程の解析に関する研究
  石内久次 (鳴門教育大学高度情報教育センター )
 12. デジタル運勢ラインシステム :開発理念と実装
  ○稲垣成哲 ( 神戸大学 )、舟生日出男 ( 広島大学 )、山口悦司 ( 宮崎大学 )、三澤尚久 ( 神

戸大学院 )、出口明子 (日本学術振興会特別研究員 )

休憩 (15:40 〜 15:50)

研究発表 IV(15:50 〜 17:10)
 13.ICT を活用した学習者参加型授業の実践
  ○赤塚美鈴 (三重県立津高等学校 )、下村　勉 (三重大学 ) 
 14. 子どもが自分の想いを表現するための Squeak( スクイーク )活用授業
  ○荻田弘樹 (四日市市立八郷西小学校 )、下村　勉 (三重大学 )、須曽野仁志 (三重大学 )、

田邊美幸 (三重大学大学院 )
 15.Blog の技術を応用した中学生向け特許情報共有システムの開発
  ○足立照嘉 (ネクストグルーヴ )、村松浩幸 (三重大学教育学部 )、土田恭博 (中野市立中

野平中学校 )、安松大介 (小諸市立芦原中学校 )
 16. ワークショップを導入した「情報とコンピュータ」の教員研修プログラムの開発と評価
  ○兼折泰彰 (三重大学大学院 )、村松浩幸 (三重大学 )

閉会挨拶 (17:10 〜 17:15)
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成 18 年度 第 1回研究会開催のお知らせ 発表募集と参加へのお誘い
　第 6部会 :インタレスト部会 II
　( 社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の展開 )
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

[ テーマ ]社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の展開
[日　時 ]平成 18 年 8 月 17 日 ( 木 ) 15 時〜
[発表形式 ]一般研究発表は、ポスター発表のみです (パネルの大きさは、高さ 180cm ×幅 90cm)
[ 共　催 ]日本科学教育学会　若手の会
[ 内　容 ] セミナーと一般研究発表の 2 部構成とします。セミナーのテーマは、「科学教育研究の

最前線 ( フロントライン )」と題して 3 名の気鋭の研究者の方々に、各 1 時間程度の
招待講演をいただきます。その後、一般研究発表を実施します。セミナーは 15 時〜
17 時 30 分、一般研究発表は 17 時 50 分〜 18 時 50 分です。昨年同様、一般研究発表
と懇親会を同時並行で実施します。なお、若手の会の告知内容もご参照ください。

[会　場 ]筑波学院大学 (年会会場と同じです )
[ 発表申込方法 ]下記の連絡先まで、件名に「JSSE 研究会申し込み」と明記の上、発表者氏名 (連

名も含む )、所属、発表タイトルなどを電子メールにてお送りください。
[発表申込締切 ]平成 18 年 6 月 16 日 ( 金 )
[ 原稿提出締切 ]平成 18 年 7 月 14 日 ( 金 )
[ 参　加 ]発表の有無にかかわらず参加できます。当日参加も可能です。
[参加費 ]『研究報告』誌購読会員は無料、当日参加(『研究報告』誌付き)は1,000円、参加のみは500円、

新規購読会員は4,000円です。当日は、一般研究発表と懇親会は同じ会場で平行して開催
されますので、軽食代1,000円をすべての参加者から徴収させていただきます。

[担　当 ]稲垣成哲 (神戸大学 )、銀島　文 (国立教育政策研究所 )、辻　宏子 (北海道教育大学 )、
久保田英慈 (愛知産業大学三河中学校 )、森田裕介 (長崎大学 )

[ 連絡先 ]〒 657-8501　兵庫県神戸市灘区鶴甲 3-11　神戸大学発達科学部　稲垣成哲
 e-mail:inagakis@kobe-u.ac.jp
[ 本研究会用ホームページ ]http://human.h.kobe-u.ac.jp/jsse2006/index.html にて随時、情報

を更新していきます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成 18 年度 日本科学教育学会研究会 開催予定
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第 1回研究会  第 6 部会「インタレスト部会 II」( 若手の会と共催 )( 本号に案内を掲載 )
 テーマ 社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の展開
 日　程 平成 18 年 8 月 17 日 ( 木 )
 会　場 筑波学院大学
 担当者 稲垣成哲 ( 神戸大学 )、銀島　文 ( 国立教育政策研究所 )、辻　宏子 ( 北海道教

育大学 )、久保田英慈 (愛知産業大学三河中学校 )、森田裕介 (長崎大学 )
日程の決まった研究会 :
 平成 18 年 11 月 25 日 ( 土 ) 第 3 部会「科学教育 ICT 研究部会」(会場校 :福岡教育大学 )
 平成 19 年 1 月 13 日 ( 土 )  第 2 部会「科学教育実践創造研究部会」(会場校 :宇都宮大学 )
 平成 19 年 2 月 17 日 ( 土 ) 第4部会「科学教育人材養成研究部会」(会場校:鎌倉女子大学)

※研究会は年6回予定されています。第2回以降の研究会については詳細が決定し次第、レター誌、
研究会ホームページ等でお知らせいたします。

日本科学教育学会　研究会事務局
　　　　　　研究会事務局（全体・諸連絡）　

　　　　　　　　　〒 943-8512　新潟県上越市山屋敷町 1　上越教育大学自然系教育講座　小林辰至
　　　　　　　　　TEL&FAX：(025)521-3434　　e-mail：tkoba@juen.ac.jp
　　　　　　研究会事務局（編集・印刷）
　　　　　　　　　〒 943-8512　新潟県上越市山屋敷町 1　上越教育大学学習臨床講座　藤岡達也
　　　　　　　　　TEL：(025)521-3500　　e-mail：fujioka@juen.ac.jp
　　　　　　○発表申込先：開催校担当者または研究会事務局（全体・諸連絡）
　　　　　　○原稿送付先：上越教育大学　藤岡達也　宛
　　　　　　○『研究報告』誌購読料（年会費 4,000 円）振込先：郵便局払込取扱票にて
　　　　　　　加入者名　日本科学教育学会　口座番号　00170-6-85183
　　　　　　○研究会ホームページ：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsse2/activity/session/index.htm

平成 16 年度日本科学教育学会研究会『研究報告』誌購読費納入のお願い

　研究会「研究報告」購読料の請求 ( 払込取扱票同封 ) を行ったところです。下記の口座へお振
込み頂きますようお願いいたします。購読料 (年会費 )4,000 円です。平成 17年度の会計年度は、
平成 17 年 7 月 1 日〜平成 18 年 6 月 30 日となります。なお、ご自分の振込み状況を知りたい方
は tkoba@juen.ac.jp へメールでお問合せください。
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「科学教育研究」投稿状況および掲載決定状況　( 平成 18 年 5 月 23 日　現在 )

年　月 新規投稿論文数 掲載決定論文数（掲載号） 掲載拒否（辞退）
論文数和　文 英　文 和　文 英　文

2005 年 5 月

6 月  
 7 月 
8 月 
9 月 

10 月 
11 月
12 月

2006 年 1 月
2 月
3 月 
4 月
5 月

5

2
3

4

4

2
3
3
3
5

1
1
1

2

1

1

2(29-4)
1(29-2)
3(29-2)
2(29-2)
2(29-4)

1(29-4)
1(29-4)

4(30-1)
1(30-1)
1(30-1)

1(30-2)

1(29-5)

1(29-5)
2(29-5)

1(30-4)
1(30-4)

  (1)

3
3

1 (2)
1 (1)
  (4)
1 (2)
1 
1 (1)
1 (2)
3

編集委員会だより

　5月20日 (土 )( 12:00〜 14:00) 平成17年度第6回編集委員会が(株)内田洋行東京ショールーム
9階AVルームにおいて開催されました。第5回編集委員会議事録確認後、編集状況について報告が行
われました。現在の掲載決定論文は2篇で、ともに第30巻4号(英文号)です。審査中の論文は12篇(和
文11篇、英文1篇 )、新規投稿論文は7篇 (和文6篇、英文1篇 )で、内4篇が特集号です。現在、
6月10日発行予定の第30巻 2号の原稿が1篇も決定していない状況であることが報告されました。
　つづいて次の3点、1)新規投稿論文の査読者について、2)査読規定の改定について、3)その他の案
件について審議しました。
　1)については、資料にもとづき新規投稿論文7篇の査読者を決定しました。なお、特集号の審査員
には3週間での査読をお願いすることになりました。2)の査読規定の改定については、最新の編集委
員会規定とメールでの議論を踏まえ、修正された対照表に従い審議され、了承されました。「日本科
学教育学会 編集委員会 査読規定」(改訂版)を付しますので御参照ください。3)その他については、
次の3点に関する報告・討議がありました。第一に、特集号の投稿依頼について推薦された3人の方
と理事会で理事の方たちに投稿依頼をすることになりました。第二に、日本学術振興会平成18年度科
研費(研究成果公開促進費)の交付内定通知を受け、今年度も「科学教育研究」は英文号を含め5号
発行することになりました。第三に、第30巻 2号の掲載決定論文が0篇(5月 20日現在)という事態
について話し合われ、査読を担当する方に迅速な対応をお願いするとともに、掲載拒否、修正後再提
出と判定される場合にも投稿者に再挑戦を促すような建設的アドバイスをお示し下さるようお願いす
ることになりました。査読を担当される方々のご協力をお願い申し上げます。
　最近1年間の学会誌の編集状況は下の表の通りです。皆様の積極的なご投稿をお待ちしております。

--------------------------------------------------------------------------------------
日本科学教育学会　編集委員会　査読規定

第1章 総則
第1条(目的)
　この規定は、日本科学教育学会編集委員会規定第7条第3項および第4項に定める論文の投稿受付、
査読審査、掲載決定に関する細目を定めるとともに、その遂行に必要な組織構成のうち、同規定では
定められていない細目を定めることを目的とする。

第2章 組織構成
第2条 (委員構成)
　編集委員会ならびにその関連委員は、日本科学教育学会編集委員会規定に従い構成される。

第3条 (編集理事会)
1.編集委員会の中に委員長、副委員長、ならびに編集担当理事からなる編集理事会を構成する。
2.編集理事会は、編集業務を円滑に遂行するために、必要に応じて、編集委員会の権限の一部を譲り

受けることができる。
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第4条 (常任編集委員会)
1.常任編集委員会は、常任編集委員および委員長、 副委員長、 編集担当理事により構成される。
2.常任編集委員会は、編集委員会の職務のうち、すみやかに遂行する必要があって編集委員会の開催

を待つことができない部分を代行する。

第5条 (編集事務局)
1.編集業務を円滑にするために、編集委員会に編集事務局を置く。
2.編集事務局は論文の投稿受付、審査員との連絡等、編集委員会に付随する業務を担うものとする。

第6条(電子通信環境)
1.編集事務局は、編集業務に必要な編集委員相互の連絡手段を確保するために、メーリングリスト(以下、
「編集委員会ML」)を運営する。編集事務局および編集委員会の構成員は相互に協力して、編集委員会
MLに流された情報がすべての構成員に確実に伝達される状況の維持に努めなければならない。

2.編集事務局は、学会事務局と協力して、学会が運営するウェブサイト内に、パスワード認証により
利用者を特定して、当該利用者に許可された情報のみを読み書きできる部分(以下、「会員専用ホー
ムページ」)を設置するものとする。

3.会員専用ホームページには、利用者が論文の投稿や審査結果の報告などを行い、その内容について
は編集作業を遂行するために必要な最小限の者だけが必要最小限の内容のみを閲覧・ダウンロード
できるように制限する機能を備えるものとする。

第3章 編集業務
第7条 (論文受付)
1.会員専用ホームページから適正な手続きによって論文が投稿された場合、編集事務局はその論文を

受領し、論文受付の手続きを開始する。
2.受付手続きは、投稿論文が原稿チェックリストの項目を満たしているかをチェックすることから始まる。

満たしている場合には、受付番号を付して論文受付とし、その日を受付日として投稿者に論文受付の通
知を送る。満たしていない場合には、論文を受け付けることができないことを投稿者に通知する。

第8条 (審査員の決定)
1.審査員は担当編集委員1名と査読員2名の計3名で構成する。
2.担当編集委員は必ず編集委員でなければならないが、査読員は学会員であればよいものとする。た

だし、特に編集委員会が必要と認めた場合はこの限りではない。
3.編集事務局は編集委員会が開催されるまでに受付の終わった論文毎に、投稿情報を編集理事会に送

付し、編集理事会はWeb上の立候補・推薦一覧に基づいて、審査員の候補を選出しておくものとする。
4.編集委員会は、編集理事会のあげた候補者および立候補・ 推薦状況一覧を参考にして審査員を決定

する。決定に際しては、著者が投稿票に書いた分野、キーワード、備考を十分に考慮し、それらを
包括する人選を行うこととする。

 編集委員会は審査員の辞退を考え、予備の担当編集委員1名、査読員1名の候補を選出しておく。
5.投稿種別がプラザの場合には、上記の定めにかかわらず、編集理事会が選任した編集委員1名が審

査を担当する。編集委員に適任者がいない場合には、学会員に審査を依頼することもできる。プラ
ザの場合、審査員の選定について編集委員会は編集理事会に権限を委譲するものとする。

6.受付日から次の編集委員会が開催されるまで1カ月以上ある場合、編集事務局は編集理事会に連絡
をとり、編集理事会は、投稿票とWeb上の立候補・推薦一覧を考慮して投稿論文の審査員を決定する。
この場合は、編集委員会は編集理事会に審査員決定の権限を委譲するものとする。なお、編集理事
会は、決定された審査員について編集委員会に報告するものとする。

7.審査員が査読を辞退した場合は、予備の審査員に依頼するものとする。予備の審査員も辞退した場
合には、編集理事会が審査員を決定する。なお、辞退者は必ず審査員を推薦するものとする。 

第9条 (査読依頼)
1.査読依頼は、編集委員会が論文の掲載の可否の判定を審査員に委譲して行うものである。具体的に

は以下の手続きを踏む。
 ①編集委員会は、審査員に審査依頼のメールを送付する。
 ②審査員は審査の諾否について1週間以内に会員専用ホームページから連絡する。
 ③受諾した審査員が、会員専用ホームページから次の情報を閲覧およびダウンロードすることがで

きるようにする。
 　・ 投稿情報
 　・ 投稿論文ファイル(審査用のpdfファイル)
 　・ 査読の仕方
 　・ 判定基準 
 ④さらに、担当編集委員には該当する査読規定を会員専用ホームページから閲覧およびダウンロー

ド可能にする。
2.査読期間は、原則として査読依頼日から1カ月間(プラザの場合には3週間)とする。
3.審査員が査読を拒否する場合は、別の審査員を推薦してもらい、第8条により新たな審査員を決め、

査読を依頼する。
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4.依頼後1週間を経ても査読の諾否が連絡されなかった場合は、編集事務局は督促を行う。督促をし
てもさらに1週間以内に連絡がない場合、編集事務局は査読を拒否されたとみなし、その旨当該審
査員に通知し、第8条により新たな審査員に依頼する。 

第10条 (査読期間が守られなかった場合の措置)
　査読期間を過ぎても、査読結果が返送されない場合、編集事務局は審査員に督促を行なう。これに
対し、1週間たっても応答がない場合、あるいは応答があって後1週間以内に査読結果が返送されな
い場合は、編集理事会が第8条に従い、新たな審査員を選定し、査読を依頼することができる。ただし、
総合判定において2名の審査員の審査結果のみで判定出来る場合はこの限りではない。

第11条 (審査結果の報告)
1.各審査員は投稿論文に対する審査結果を会員専用ホームページから報告する。結果は原則として採

録、条件付採録、修正後再審査、掲載不可の4段階で示すこととする。それぞれの判断基準は以下
の通りとする。

 ・ 「採録」は、そのまま学会誌に掲載してもよいと判断されるものとする。ただしこの中には、字
句の誤記等、軽微な修正が必要な場合も含まれるが、原則として編集事務局で実務の範囲で対応
できると判断できるものとする。

 ・ 「条件付採録」は、一部に内容に係わる修正を求めなければならない部分があるが、修正原稿は、
担当編集委員だけの査読で「採録」としてよいと判断できるものとする。

 ・ 「修正後再審査」は、軽微であるかないかに係わらず、修正原稿は再度3人の審査員で査読する
必要を認めると判断できるものとする。

 ・ 「掲載不可」は、本学会に適さないもの、および適していても現状では、どうにも掲載可となら
ないと判断できるものとする。

2.各審査員は審査結果として次の3点を報告するものとする。
 ・ 論文審査報告書
 ・ 担当編集委員への意見書  
 ・ 著者へのコメント 
3.査読に際しては、著者が申請した論文種別に従い審査を行うが、種別の変更が必要と判断した場合、

審査員は協議のうえ種別変更勧告を編集委員会に提案できる。編集委員会ではそれを審議し、種別
変更が妥当であると判定した場合には著者に伝え、著者は種別の変更を申し出ることができる。

4.二重投稿を防止するため、審査員には投稿中の論文を含め過去に著者たちが投稿した論文に留意し
て審査するものとする。類似研究が参考文献に掲載されていないことや、研究の関係が述べられて
いないことを認めた場合には、そのことを指摘し、修正を要求するものとする。その要求に著者が
応じない場合は、掲載の拒否について編集委員会で審議するものとする。 

第12条 (総合判定)
1.プラザの場合を除き、担当編集委員は、会員専用ホームページから審査員の査読結果を閲覧および

ダウンロードし、それらを参照して、総合判定を行い、編集委員会提出用の報告書を作成する。
 プラザの場合は担当編集委員の審査結果を総合判定とする。
2.プラザの場合を除き、総合判定は、担当編集委員が以下に定める査読判定表に従い決定する。表中

の数値が決まっている場合には、担当編集委員の決定は、自動的に編集委員会の決定とする。表中
の空白の箇所については第3項に示すとおりとする。

 　査読判定表中の数字は、それぞれ
     　　　採録 1
     　　　条件付採録 2
     　　　修正後再審査 3
     　　　掲載不可 4
で示す。
　なお、2人の審査員の審査結果が同じ時には3人目の審査をまたずに、総合判定とすることができる。

担当編集委員が 1の時

査読員 2

査
読
員
1

1 2 3 4

1 1 1 1 1

2 1 2 2

3 1 2 3

4 4

担当編集委員が 2の時

査読員 2

査
読
員
1

1 2 3 4

1 1 2

2 2 2 2 2

3 2 3 3

4 2 3 4
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3.審査員の審査結果が査読判定表空欄箇所に相当した場合は、編集事務局は担当編集委員に各査読員
の連絡先を通知し、担当編集委員は査読員と個別に連絡をとり、総合判定原案について協議する。

  　協議はいかなる状況において発生しても、必ずしも結論を導き出す必要はなく、編集委員会にお
いて十分な審議が出来るように前もって意見を出し尽くしておくことを目的とする。

4.編集事務局は論文審査報告書が担当編集委員から送付された時、「受領通知」を担当編集委員に送付する。
5.査読判定表に基づく判定がなされている場合、編集委員会は担当編集委員による事後報告をうけ、

それを承認する。審査員間で協議が行われた場合は、編集委員会において協議内容を審議し、総合
判定を行う。その際、編集事務局は、

 ・ 各審査員の論文審査報告書
 ・ 各査読員から担当編集委員への意見書(プラザを除く)
 ・ 論文審査報告書(編集委員会提出用、プラザを除く)
 ・ 著者へのコメント(担当編集委員のものと各査読員のもの)
 の資料を編集委員会に提出する。
 　編集委員会においても総合判定が困難と判断された場合は、新たに審査員を編集委員の中から決

定し、審査を行うことも有り得る。
 　ただし、編集委員会が開催されるまで1カ月以上ある場合、編集委員会は編集理事会に協議内容

に関する審議・総合判定の権限を委譲するものとする。

第13条 (返却処理)
　総合判定が決定した後、編集事務局はただちに著者に、総合判定結果および各審査員のコメントを
通知するとともに、総合判定結果に応じて、以下の処理を行う。

【採録の場合】 編集事務局は、採録通知を著者に送る。採録が認められた投稿原稿はそのまま印刷
に回されることを著者に通知する。

【条件付採録の場合】 再投稿扱いとなる。新規投稿の時の書類の他、再投稿論文と、担当編集委員
のコメントに対する修正点あるいは意見の一覧表を著者から受け取り、第9条以降の処理を行う。
審査は担当編集委員のみが行うものとする。

【修正後再審査の場合】 再投稿扱いとなる。新規投稿の時の書類の他、再投稿論文と、担当編集委
員のコメントに対する修正点あるいは意見の一覧表を著者から受け取り、第9条以降の処理を
行う。審査は、新規投稿時と同様に行われる。

【掲載不可の場合】 著者に不採録の通知を行う。この通知後、2ヶ月以内に異議申し立てがなされ
なかった場合は論文審査終了とする。異議申し立てがあった場合、直ちに編集委員会において
審議するものとする。

第14条 (再投稿)
1.条件付採録もしくは修正後再審査の判定を受けた著者は、2回を限度として再投稿できるものとす

る。ただし、編集委員会が特に認めた場合にはこの限りではない。
2.修正期間は総合判定通知発送日から2ケ月以内とし、その期間がすぎてもなお再投稿されない場合

は、編集事務局は著者に督促を行う。返却日から3ヶ月たっても投稿されない場合は、論文取り下
げとみなすことができる。

3.再投稿にあたって、著者は審査員の意見書に対する返答と修正箇所の一覧表を必ず付けるものとする。
4.再投稿論文の査読は、前回と同一の審査員に依頼する。著者から審査員変更願いが出されている場

合は、編集理事会あるいは編集委員会にはかって審査員を決め直すことができるものとする。ただ
し、審査員が変更されても、再投稿の限度回数(2回 )に変更はないものとする。

第15条 (論文取り下げ)
　著者から論文取り下げの申し立てがあった場合、その時点で論文審査終了とする。 

第16条 (学会誌への掲載)

担当編集委員が 3の時

査読員 2

査
読
員
1

1 2 3 4

1 1 2 3

2 2 2 3

3 3 3 3 3

4 3 4

担当編集委員が 4の時

査読員 2

査
読
員
1

1 2 3 4

1 1 4

2 2 3 4

3 3 3 4

4 4 4 4 4
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　以下に示す国際会議が開催されます。奮ってご参加ください。

World Conference on Science & Technology Education 
8-12 July, 2007, Perth, Australia, http://www.worldste2007.asn.au/
Contact: Elaine Horne & Robin Groves, Convenors, WorldSTE2007, PO Box 244 , Mt Hawthorn, W.A. 

6016, Australia 
e-mail: grovesr@ozemail.com.au
Papers will be called for during 2006.

【第 30 回年会】
1) 国際交流委員会企画セッション
　「科学教育研究の国際的推進と課題 -台湾の場合」
　昨年度は、米国 NSTA 会長及び Springer 社 Mathematics Education Library のエディタをお招
きし、欧米との学術交流機会を設けました。
　今年度は、東洋での学術交流機会を拡大する立場から、国際誌 Springer, International 
Journal of Science and Mathematics Education を運営し海外から多数を招聘した国際会議を例
年開催するなど、漢字文化圏にありながなら研究活動を国際的に展開する台湾の学術関係者を招
待し、台湾の科学教育研究の現状と課題そして科学教育研究国際化の方策などの話題を提供いた
だき、本学会員との交流機会を設けるとともに、科学教育研究の国際化を検討します。

招聘者
　Fou-lai Lin (林福来), Ph.D.  Editor in Chief, International Journal of Science and Mathematics 

Education, Springer.  Director, Department of Science Education, National Science Council, 
Taiwan.  Professor of Mathematics Education, National Taiwan Normal University.

　Chen-yung Lin (林陳涌 ), Ph.D.  Director, Science Education Center.  Professor of Science 
Education, Department of Life Science, National Taiwan Normal University.

　他に指定討論者等を予定しています。

2) 英語による研究発表セッション

国際交流委員会では昨年同様、英語による一般研究発表セッションを設けます。
海外から日本に滞在中の研究者、留学生、研修生等、関係の皆様に、どうぞご案内下
さいます様よろしくお願い致します。
英語による一般研究発表の申し込み方法は、第 30 回年会、英文サイトにございます。
http://jsse30.tsukuba-g.ac.jp/english

          連絡先 :礒田正美・熊野善介 (担当理事 ) msisoda@human.tsukuba.ac.jp

国際交流委員会だより

　審査の結果、採録が決定した順に掲載する。同日に採録と判定された場合、原則として論文の受付
番号の若い論文を優先する。なお、掲載が決まった場合は著者に速やかに連絡して、掲載の手続きを
とる。掲載に当たっては「論文受付日」および「採録決定日」を記載する。必要な場合には「論文再
受付日」も記載する。 

第17条 (氏名公表)
1.審査員には著者の氏名や所属を公開する。
2.著者に対しては審査員の氏名を公開しない。
3.各巻末に編集委員以外の審査員の名前をまとめて公開する。

第18条 (著者からの連絡等)
　著者は編集事務局にのみ問い合わせや取り下げ等の連絡を行うことができる。審査員は著者と直接
連絡を取ることは一切できない。

第19条 (編集委員の論文)
　編集委員が著者となる論文に関する編集委員会および編集委員会MLの議事では、当事者の発言権は
ないものとする。

第20条 (編集委員および審査員の守秘義務)
　編集委員および審査員は業務上知り得た情報を他に漏らしてはならない。

付則1(規定の発効)
　この規定は、1997年 4月 1日より施行する。
　2006年 5月 20日改定。

付則2(規定の改定)
　この規定の改定は、編集委員会によって行われ理事会で承認されるものとする。
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若手にとっての研究費獲得

千葉大学教育学部 山下修一

　私は、研究がしたくて 2005 年 4 月に教育実践総合センターから理科教育に異動したが、2004
年度からの法人化に伴い、学部から教室一人あたりに割り当てられる個人研究費は 2004 年度に
半減、2005 年度にさらに半減してしまった。これでは、コピー代と雑誌代で終わりである。在外
研究も若手枠があったが、私が最後で次の順番の人にはまわってこなかった。
　学内の委員会も、法人化後様々な委員会が立ち上げられ、人員削減が伴って一人あたりの負担
が増加した。さらに、教育委員会や附属学校との連携強化も求められるようになった。 
　こんな中、最近研究が進んでいないと言われれば、「授業や委員会が忙しくて ...」と答え、授
業がよく準備されないと言われれば、「研究が忙しくて ...」と言い訳ばかりしている自分がいる。

「年に 1本は学会誌に投稿する」という決意も揺らぎかけている。
　そういう時には、以前日本に滞在経験のある海外の研究者から受けた「日本の研究者はあまり
研究していないね。雑用ばかりで ...」という言葉を胸にして、何とか研究時間を確保するよう
に心がけている。そういえば、以前にのんびりしていると言われるオーストラリアに滞在した時
も、「昔は秘書を持ててよかった。これからの若い研究者は大変だなあ」という発言をよく聞いた。
週末のキャンパスにもスタッフの姿が見られ、日曜日に廊下を歩いている教員が、「今日は月曜
に違いない。ここの研究室にも、そこにも人が来ている」という冗談を言うほどだった。今後は、
日本の大学もイギリスの大学のように週末に原稿を書かないと、首になりかねないという状況に
なっていくのだろう。
　これから若手が大学の研究職を得ても、この状況からスタートすることになる。時間は週末に
やりくりして捻出するとしても、研究には資金がいる。上司や所属する研究グループに多額の研
究費を獲得して分配できる人がいればよいが、多くの場合学部の個人研究費だけでは思うように
研究がはかどらない。基礎研究で資金を獲得するには、科研費を狙うのが得策だろう。幸い 37
歳までの若手には特別枠があり、個人研究で申請できる。採択されるには、業績欄に学会誌掲載
論文があることが望まれる。学会誌に掲載されるまでには、何度かレフリーと対話することにな
り、レフリーからのコメントに意気消沈して、しばらく何も手につかなくなることもある。しか
し、後で振り返れば、レフリーとの対話が、研究者としての成長を促してくれたと気づくだろう。
私は若手枠卒業だが、これからの若手にはこれらの状況をはねのけ、真の実力をつけて活躍して
もらいたいと思っている。

会員の声

広報委員会からのお知らせ

科学教育研究レター第 176号をお送りいたします。お気づきの点などございましたら、下記メー
ルアドレスまでお知らせください。

担当理事：吉川　厚（NTT データ） 磯﨑哲夫（広島大）　
委　　員：川本佳代（広島市立大） 銀島　文（国立教育政策研究所）　 清水欽也（広島大） 
　　　　　杉本雅則（東京大） 高垣マユミ（鎌倉女子大） 　 高藤清美（筑波学院大） 
　　　　　人見久城（宇都宮大） 山口悦司（宮崎大）
幹　　事：竹中真希子（大分大）

科学教育研究レター編集・印刷

〒 153-8681 東京都目黒区下目黒 6-5-22　国立教育政策研究所内　日本科学教育学会広報委員会

e-mail: jsse-pr@itl.k.u-tokyo.ac.jp

配布文書の訂正 (公告）

　先日配布した「会員名簿作成のための個人情報修正のお願い」及び「日本科学教育学会会員名
簿取得方針」の文書の中に、字句の誤りがございました。下記のとおり訂正いたします。
　なお、訂正した「日本科学教育学会会員名簿取得方針」は、学会ホームページに掲載いたしま
すので、ご一読ください。

字句の訂正 (3 か所 )
　〔誤〕
　会員名簿取扱方針　　　　　---> 会員名簿取得方針
　会意名簿        　　　　　---> 会員名簿
　理事会審議を経て使用する
　場合学会を運営する場合　　---> 理事会審議を経て使用する場合

以上　　　　

事務局からのお知らせ


